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足
立
区
北
部
の
花
畑
に
鎮
座
す
る
大
鷲
神

社
は
、
正
月
の
初
詣
や
、
七
月
の
獅
子
舞
、

十
一
月
の
酉
の
市
な
ど
で
は
境
内
が
参
拝
客

で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
歴
史
を
背

景
に
、
貴
重
な
古

建
築
や
彫
刻
、
伝

統
芸
能
で
あ
る
お

囃
子
、
獅
子
舞
な

ど
数
多
く
の
文
化

財
が
伝
わ
る
神
社

と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
名
社
は
戦

前
、
足
立
区
域
で

初
め
て
国
の
「
史

蹟
」
に
「
仮
指

定
」
に
さ
れ
ま
し

た
。
区
内
で
有
名

な
「
荒
川
堤
桜
」

が
「
名
勝
」
と
な

る
よ
り
早
い
、
区

内
最
初
の
事
例
で

し
た
。

 
※

「
史
蹟
」
や

「
名
勝
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
時
の
法
律
（
後
述
）
の
用
語
で
、

歴
史
ま
た
は
自
然
景
観
が
特
に
優
れ
て
い
る

場
所
を
指
し
ま
す
。

■
大
東
京
の
史
蹟　

大
鷲
神
社
が
ど
の
よ
う

な
史
蹟
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
か
を
昭

和
八
年
（
一
九
三
三
）
発
行
の
『
大
東
京
写

真
案
内
』
（
博
文
館
）
か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
足
立
区
の
記
事
に
次
の
記
載
が
あ
り
ま

す
。

　

…

大
鳥
神
社
が
あ
る
。
祭
神
は
日
本
武
尊

　

で
、
古
来
武
将
の
信
心
が
深
か
っ
た
神
社
。

　

仮
指
定
史
蹟
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
部
原
文
を
補
遺
）

　

仮
指
定
史
蹟
で
あ
る
こ
と
の
説
明
に
祭
神

の
日
本
武
尊
と
「
武
将
の
信
心
」
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
武
将
」
で
す
が
平
安
時
代

の
源
義
光
や
、
江
戸
時
代
の
大
名
・
佐
竹
氏

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
し
ょ
う
（
『
大
鷲
神
社
史
誌
』
。
以
下

『
史
誌
』
と
し
ま
す
）
。

　

本
の
タ
イ
ト
ル
に
出
て
く
る
「
大
東
京
」

と
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
月
一
日
に

東
京
市
が
十
五
区
か
ら
三
十
五
区
に
拡
大
し

こ
と
を
象
徴
す
る
表
現
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

東
京
府
南
足
立
郡
も
東
京
府
東
京
市
足
立
区

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
大
東
京
」
の

「
大
」
に
は
当
時
の
祝
意
と
流
行
が
反
映
し

て
お
り
新
聞
や
刊
行
物
に
し
ば
し
ば
登
場
し

ま
す
。

　

※

な
お
当
時
の
「
史
蹟
」
の
表
記
と
し
て

    

「
大
鳥
神
社
」
と
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い

　

ま 

す
が
、
史
料
で
す
の
で
そ
の
ま
ま
記

　

し
て
い
ま
す
。
な
お
『
史
誌
』
に
よ
る
と

　

「
大
鷲
神
社
」
の
社
号
と
な
っ
た
の
は
昭

　

和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
で
し
た
。

■
仮
指
定
史
蹟　

つ
づ
い
て
国
の
「
仮
指
定

史
蹟
」
に
つ
い
て
『
東
京
府
勢
概
要
』
か
ら

紹
介
し
ま
す
。
史
蹟
は
各
省
大
臣
や
地
方
長

官
（
府
知
事
や
県
知
事
ら
）
が
指
定
・
仮
指

定
を
行
う
制
度
で
、
現
在
の
文
化
財
保
護
法

や
条
例
の
前
身
で
あ
り
法
的
な
保
護
の
対
象

に
な
り
ま
し
た
。

　

大
鷲
神
社
は
東
京
府
知
事
が
仮
指
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
「
仮
指
定
」
と
は
「
指
定
」

に
準
じ
た
も
の
で
、
実
際
に
保
護
も
は
か
ら

れ
ま
し
た
。

　

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
十
月
二
六
日
、

東
京
府
は
「
史
的
紀
念
物
勝
地
保
存
心
得
」

を
布
告
、
こ
の
「
心
得
」
で
「
大
鳥
神
社　

南
足
立
郡
花
畑

村
」
、
「
南
町

奉
行
所
址
」
や

「
乃
木
大
将
誕

生
地
」
、
「
八

王
子
城
阯
」
な

ど
多
く
の
「
史

蹟
」
の
仮
指
定

準
備
を
行
い
、

翌
八
年
（
一
九

一
九
）
の
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀

念
物
保
存
法
」

の
施
行
で
仮
指

定
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
仮
指
定

さ
れ
た
史
蹟
で

は
標
柱
が
建
て

ら
れ
「
仮
指
定

等
の
保
存
維

持
」
「
保
存
顕

彰
の
精
神
」
の

奨
励
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
て
仮
指
定
さ
れ
た
「
史

蹟
」
の
多
く
は
、
戦
後
の
連
合
国
軍
占
領
下

（
一
九
四
五
〜
五
二
）
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
情
報

教
育
局
の
方
針―

皇
国
史
観
、
軍
国
主
義
の

排
除―

も
あ
り
継
承
さ
れ
ず
、
占
領
下
で
失

効
し
「
大
鳥
神
社
」
の
仮
指
定
史
蹟
も
失
効

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
多
く
が
戦
後
の
混

乱
で
詳
細
記
録
が
未
詳
）
。
そ
の
後
、
法
令

に
よ
る
保
護―

文
化
財
の
指
定
・
登
録―

が

は
か
ら
れ
た
の
は
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二

年
）
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
み
て
い
く
と
大
鷲
神
社

が
足
立
で
最
初
の
仮
指
定
「
史
蹟
」
と
な
っ

た
歴
史
は
事
実
と
し
て
記
憶
す
べ
き
こ
と
が

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
仮
指
定
史
蹟

は
継
承
さ
れ
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
も
の
の
、
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

大
東
京
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
り
、
国
も
史

蹟
と
捉
え
た
名
社
、
大
鷲
神
社
は
、
今
日
に

至
る
ま
で
信
仰
の
拠
点
で
あ
り
文
化
財
の
宝

庫
で
す
。
社
会
情
勢
や
価
値
観
の
変
遷
に
よ

り
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ
た
事
例
と

し
て
重
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
の
花
畑
の
村
役
場
は
現
在
の
内

匠
橋
近
く
の
東
側
に
あ
り
ま
し
た
。
内
匠
橋

に
は
船
着
き
場
も
あ
り
、
商
店
が
並
ぶ
賑
わ

い
を
見
せ
る
花
畑
村
の
中
心
部
で
し
た
。
昭

和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
の
『
大
東
京
全

図
』
を
参
考
に
、
花
畑
の
交
通
を
概
観
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
、
大
鷲
神
社
へ
は
、
内
匠
橋
ま

で
江
戸
市
中
か
ら
の
船
が
着
き
、
そ
こ
か
ら

綾
瀬
川
沿
い
を
北
へ
歩
い
て
参
詣
し
て
い
ま

し
た
。
と
く
に
酉
の
市
に
は
、
水
路
、
陸
路

合
わ
せ
て
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

昭
和
の
初
め
に
は
、
千
住
新
橋
南
側
の
茶
釜

橋
か
ら
内
匠
橋
ま
で
の
「
花
畑
乗
合
自
動

車
」
と
い
う
バ
ス
路
線
が
あ
り
、
江
戸
時
代

と
同
様
に
匠
橋
か
ら
は
大
鷲
神
社
に
歩
い
て

参
詣
し
て
い
ま
し
た
。

　

乗
合
自
動
車
（
バ
ス
）
は
当
時
、
足
立
区

内
で
も
数
少
な
い
公
共
の
バ
ス
路
線
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
内

匠
橋
を
起
点
と
す
る
花
畑
の
賑
わ
い
、
大
鷲

神
社
へ
の
人
々
の
思
い
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

　

『
東
京
府
勢
概
要
』
（
東
京
府
総
務
部
地

方
課
、
昭
和
十
二
・
一
九
三
七
年
）
／
『
大

鷲
神
社
史
誌
』
（
大
鷲
神
社
、
平
成
七
・
一

九
九
五
年
）
。
／
『
文
化
財
保
護
法
五
〇
年

史
』
（
文
化
庁
、
平
成
十
三
・
二
〇
〇
一

年
）
／
新
藤
浩
伸
「
占
領
期
社
会
教
育
政
策

と
し
て
の
文
化
芸
術
事
業
の
展
開
」
（
『
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
研
究
』
第
二
九
号
所
収
、

二
〇
〇
四
年
）
／
佐
藤
明
生
「
大
正
期
に
お

け
る
浦
賀
奉
行
所
阯
の
史
蹟
仮
指
定
に
つ
い

て
」
（
横
須
賀
市
史
資
料
室
通
信
』
１
所
収
、

二
〇
一
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

一　

文
化
財
の
宝
庫　

大
鷲
神
社　

大東京の名所　戦前の国仮指定「史蹟」 大鷲神社…　　　
お化け煙突60年追録③現場実習…　　　写真で読むアダチの光景　足立市場専用線…

　

大東京の名所
戦前の国仮指定「史蹟」 大鷲神社

多 田 文 夫

【図１】初詣でにぎわう大鷲神社のようす　
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足
立
区
北
部
の
花
畑
に
鎮
座
す
る
大
鷲
神

社
は
、
正
月
の
初
詣
や
、
七
月
の
獅
子
舞
、

十
一
月
の
酉
の
市
な
ど
で
は
境
内
が
参
拝
客

で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
歴
史
を
背

景
に
、
貴
重
な
古

建
築
や
彫
刻
、
伝

統
芸
能
で
あ
る
お

囃
子
、
獅
子
舞
な

ど
数
多
く
の
文
化

財
が
伝
わ
る
神
社

と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
名
社
は
戦

前
、
足
立
区
域
で

初
め
て
国
の
「
史

蹟
」
に
「
仮
指

定
」
に
さ
れ
ま
し

た
。
区
内
で
有
名

な
「
荒
川
堤
桜
」

が
「
名
勝
」
と
な

る
よ
り
早
い
、
区

内
最
初
の
事
例
で

し
た
。

 
※

「
史
蹟
」
や

「
名
勝
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
時
の
法
律
（
後
述
）
の
用
語
で
、

歴
史
ま
た
は
自
然
景
観
が
特
に
優
れ
て
い
る

場
所
を
指
し
ま
す
。

■
大
東
京
の
史
蹟　

大
鷲
神
社
が
ど
の
よ
う

な
史
蹟
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
か
を
昭

和
八
年
（
一
九
三
三
）
発
行
の
『
大
東
京
写

真
案
内
』
（
博
文
館
）
か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
足
立
区
の
記
事
に
次
の
記
載
が
あ
り
ま

す
。

　

…

大
鳥
神
社
が
あ
る
。
祭
神
は
日
本
武
尊

　

で
、
古
来
武
将
の
信
心
が
深
か
っ
た
神
社
。

　

仮
指
定
史
蹟
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
部
原
文
を
補
遺
）

　

仮
指
定
史
蹟
で
あ
る
こ
と
の
説
明
に
祭
神

の
日
本
武
尊
と
「
武
将
の
信
心
」
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
武
将
」
で
す
が
平
安
時
代

の
源
義
光
や
、
江
戸
時
代
の
大
名
・
佐
竹
氏

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
し
ょ
う
（
『
大
鷲
神
社
史
誌
』
。
以
下

『
史
誌
』
と
し
ま
す
）
。

　

本
の
タ
イ
ト
ル
に
出
て
く
る
「
大
東
京
」

と
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
月
一
日
に

東
京
市
が
十
五
区
か
ら
三
十
五
区
に
拡
大
し

こ
と
を
象
徴
す
る
表
現
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

東
京
府
南
足
立
郡
も
東
京
府
東
京
市
足
立
区

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
大
東
京
」
の

「
大
」
に
は
当
時
の
祝
意
と
流
行
が
反
映
し

て
お
り
新
聞
や
刊
行
物
に
し
ば
し
ば
登
場
し

ま
す
。

　

※

な
お
当
時
の
「
史
蹟
」
の
表
記
と
し
て

    

「
大
鳥
神
社
」
と
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い

　

ま 

す
が
、
史
料
で
す
の
で
そ
の
ま
ま
記

　

し
て
い
ま
す
。
な
お
『
史
誌
』
に
よ
る
と

　

「
大
鷲
神
社
」
の
社
号
と
な
っ
た
の
は
昭

　

和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
で
し
た
。

■
仮
指
定
史
蹟　

つ
づ
い
て
国
の
「
仮
指
定

史
蹟
」
に
つ
い
て
『
東
京
府
勢
概
要
』
か
ら

紹
介
し
ま
す
。
史
蹟
は
各
省
大
臣
や
地
方
長

官
（
府
知
事
や
県
知
事
ら
）
が
指
定
・
仮
指

定
を
行
う
制
度
で
、
現
在
の
文
化
財
保
護
法

や
条
例
の
前
身
で
あ
り
法
的
な
保
護
の
対
象

に
な
り
ま
し
た
。

　

大
鷲
神
社
は
東
京
府
知
事
が
仮
指
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
「
仮
指
定
」
と
は
「
指
定
」

に
準
じ
た
も
の
で
、
実
際
に
保
護
も
は
か
ら

れ
ま
し
た
。

　

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
十
月
二
六
日
、

東
京
府
は
「
史
的
紀
念
物
勝
地
保
存
心
得
」

を
布
告
、
こ
の
「
心
得
」
で
「
大
鳥
神
社　

南
足
立
郡
花
畑

村
」
、
「
南
町

奉
行
所
址
」
や

「
乃
木
大
将
誕

生
地
」
、
「
八

王
子
城
阯
」
な

ど
多
く
の
「
史

蹟
」
の
仮
指
定

準
備
を
行
い
、

翌
八
年
（
一
九

一
九
）
の
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀

念
物
保
存
法
」

の
施
行
で
仮
指

定
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
仮
指
定

さ
れ
た
史
蹟
で

は
標
柱
が
建
て

ら
れ
「
仮
指
定

等
の
保
存
維

持
」
「
保
存
顕

彰
の
精
神
」
の

奨
励
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
て
仮
指
定
さ
れ
た
「
史

蹟
」
の
多
く
は
、
戦
後
の
連
合
国
軍
占
領
下

（
一
九
四
五
〜
五
二
）
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
情
報

教
育
局
の
方
針―

皇
国
史
観
、
軍
国
主
義
の

排
除―

も
あ
り
継
承
さ
れ
ず
、
占
領
下
で
失

効
し
「
大
鳥
神
社
」
の
仮
指
定
史
蹟
も
失
効

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
多
く
が
戦
後
の
混

乱
で
詳
細
記
録
が
未
詳
）
。
そ
の
後
、
法
令

に
よ
る
保
護―

文
化
財
の
指
定
・
登
録―

が

は
か
ら
れ
た
の
は
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二

年
）
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
み
て
い
く
と
大
鷲
神
社

が
足
立
で
最
初
の
仮
指
定
「
史
蹟
」
と
な
っ

た
歴
史
は
事
実
と
し
て
記
憶
す
べ
き
こ
と
が

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
仮
指
定
史
蹟

は
継
承
さ
れ
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
も
の
の
、
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

大
東
京
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
り
、
国
も
史

蹟
と
捉
え
た
名
社
、
大
鷲
神
社
は
、
今
日
に

至
る
ま
で
信
仰
の
拠
点
で
あ
り
文
化
財
の
宝

庫
で
す
。
社
会
情
勢
や
価
値
観
の
変
遷
に
よ

り
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ
た
事
例
と

し
て
重
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
の
花
畑
の
村
役
場
は
現
在
の
内

匠
橋
近
く
の
東
側
に
あ
り
ま
し
た
。
内
匠
橋

に
は
船
着
き
場
も
あ
り
、
商
店
が
並
ぶ
賑
わ

い
を
見
せ
る
花
畑
村
の
中
心
部
で
し
た
。
昭

和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
の
『
大
東
京
全

図
』
を
参
考
に
、
花
畑
の
交
通
を
概
観
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
、
大
鷲
神
社
へ
は
、
内
匠
橋
ま

で
江
戸
市
中
か
ら
の
船
が
着
き
、
そ
こ
か
ら

綾
瀬
川
沿
い
を
北
へ
歩
い
て
参
詣
し
て
い
ま

し
た
。
と
く
に
酉
の
市
に
は
、
水
路
、
陸
路

合
わ
せ
て
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

昭
和
の
初
め
に
は
、
千
住
新
橋
南
側
の
茶
釜

橋
か
ら
内
匠
橋
ま
で
の
「
花
畑
乗
合
自
動

車
」
と
い
う
バ
ス
路
線
が
あ
り
、
江
戸
時
代

と
同
様
に
匠
橋
か
ら
は
大
鷲
神
社
に
歩
い
て

参
詣
し
て
い
ま
し
た
。

　

乗
合
自
動
車
（
バ
ス
）
は
当
時
、
足
立
区

内
で
も
数
少
な
い
公
共
の
バ
ス
路
線
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
内

匠
橋
を
起
点
と
す
る
花
畑
の
賑
わ
い
、
大
鷲

神
社
へ
の
人
々
の
思
い
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

　

『
東
京
府
勢
概
要
』
（
東
京
府
総
務
部
地

方
課
、
昭
和
十
二
・
一
九
三
七
年
）
／
『
大

鷲
神
社
史
誌
』
（
大
鷲
神
社
、
平
成
七
・
一

九
九
五
年
）
。
／
『
文
化
財
保
護
法
五
〇
年

史
』
（
文
化
庁
、
平
成
十
三
・
二
〇
〇
一

年
）
／
新
藤
浩
伸
「
占
領
期
社
会
教
育
政
策

と
し
て
の
文
化
芸
術
事
業
の
展
開
」
（
『
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
研
究
』
第
二
九
号
所
収
、

二
〇
〇
四
年
）
／
佐
藤
明
生
「
大
正
期
に
お

け
る
浦
賀
奉
行
所
阯
の
史
蹟
仮
指
定
に
つ
い

て
」
（
横
須
賀
市
史
資
料
室
通
信
』
１
所
収
、

二
〇
一
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

二　

昭
和
初
期
の
花
畑

上【図２　花畑の昭和7年の地図】

左【図３　同年の花畑乗合自動車路線図43】



（３） 令和７年３月第 685号 足 立 史 談
　

ア
ナ
ロ
グ
一
辺
倒
の
千
住
火
力
発
電
所
は

筆
者
の
よ
う
な
ア
ナ
ロ
グ
好
き
に
は
魅
力
あ

る
職
場
で
、
そ
ん
な
設
備
と
付
き
合
っ
て
き

た
想
い
出
を
綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

※

文
中
、
「
〜
だ
・
で
あ
る
」
の
常
体
を

　

使
用
し
ま
す
。

■
火
を
使
わ
な
い
缶
焚
き
実
習　

缶
を
「
焚

い
た
つ
も
り
」
の
「
つ
も
り
」
実
習
。
火
を

落
と
し
た
４
号
缶
で
実
施
し
た
。

　

無
火
缶
か
ら
規
定
圧
ま
で
の
昇
圧
だ
。
ド

ラ
ム
内
の
水
位
の
確
認
と
補
助
機
器
の
点
検

を
行
い
、
コ
ー
ル
シ
ュ
ー
ト
内
に
あ
る
石
炭

を
シ
ュ
ー
ト
下
の
コ
ー
ル
ダ
ン
パ
ー
を
開
け

て
ス
ト
ー
カ
ー
上
に
落
と
す
。

　

そ
し
て
ダ
ン
パ
ー
を
閉
じ
、
コ
ー
ル
シ
ュ

ー
ト
と
一
体
に
な
っ
た
前
面
の
扉
（
前
だ

れ
）
を
開
け
る
と
ス
ト
ー
カ
ー
上
に
こ
ん
も

り
と
乗
っ
て
い
る
石
炭
が
見
え
る
。
そ
の
上

に
油
を
し
み
込
ま
せ
た
ボ
ロ
布
を
置
く
。

　

こ
れ
か
ら
先
は
「
つ
も
り
」
だ
。
ス
ト
ー

カ
ー
を
少
し
炉
の
奥
に
送
り
、
「
点
火
」
し

た
つ
も
り
。
勢
い
よ
く
あ
が
る
火
が
石
炭
に

燃
え
移
る
。
次
に
、
地
下
送
風
機
を
始
動
す

る
た
め
、
地
下
室
作
業
員
に
ボ
タ
ン
を
押
し

て
始
動
依
頼
を
行
う
。
送
風
機
か
ら
の
風
が

石
炭
を
さ
ら
に
燃
え
立
た
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
コ
ー
ル
ダ
ン
パ
ー
を
開
け
、
石

炭
を
落
と
し
、
ス
ト
ー
カ
ー
を
始
動
さ
せ
る

と
と
も
に
、
コ
ー
ル
ゲ
ー
ト
を
上
下
さ
せ
炭

層
（
石
炭
の
厚
さ
）
を
決
め
て
ゆ
く
。
水
面

計
で
の
水
位
確
認
、
圧
力
計
の
監
視
な
ど
、

規
定
書
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
、
「
や
っ

た
つ
も
り
」
を
繰
り
返
し
、
ゼ
ロ
か
ら
規
定

の
圧
力
ま
で
昇
圧
し
て
い
っ
た
。

■
先
輩
と
と
も
に　

初
め
て
の
夜
勤
（
三

直
）
実
習
時
「
カ
ク
ち
ゃ
ん
六
号
手
伝

え
。
」
当
直
主
任
の
指
示
が
あ
っ
た
。
主
任

は
、
筆
者
を
「
カ
ク
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ぶ
。

「
俺
の
倅
が
覚
太
郎
な
ん
で
呼
び
や
す
く
て

な
」
と
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ

た
っ
け
。

　

ま
ず
は
、
缶
の
水
を
少
し
抜
い
て
、
水
を

張
る
。
疲
れ
た
水
（
缶
水
）
の
交
換
。
次
に

無
火
缶
五
号
の
点
火
準
備
。
無
火
缶
で
の
焚

き
上
げ
研
修
を
思
い
出
し
な
が
ら
水
面
計
下

面
か
ら
二
十
五
㎝
、
規
定
通
り
水
を
張
り
、

ス
ト
ー
カ
ー
へ
石
炭
を
落
と
し
点
火
用
ボ
ロ

布
を
置
く
。
缶
周
り
を
点
検
し
て
終
了
。
翌

朝
点
火
。
火
が
燃
え
盛
り
、
順
調
に
蒸
気
が

あ
が
っ
て
ゆ
く
。
初
め
て
の
体
験
。
忘
れ
ら

れ
な
い
ひ
と
駒
だ
っ
た
。

■
缶
を
ま
か
さ
れ
た　

七
時
三
十
分
か
ら
の

一
直
実
習
勤
務
。
当
直
主
任
か
ら
、
「
五
号

焚
い
て
み
ろ
。
先
輩
は
何
も
言
わ
な
い
か
ら

な
。
」
と
の
指
示
。
「
や
っ
た
ぁ
〜
」
の
気

持
ち
。

　

西
側
汽
缶
Ａ
室
五
号
缶
前
で
前
直
（
夜

勤
）
者
と
引
き
継
ぎ
完
了
。
早
速
缶
の
点
検

に
入
る
が
先
輩
は
無
言
。
大
丈
夫
か
な
ぁ
と

不
安
が
よ
ぎ
る
。
現
在
の
蒸
気
圧
は
12
㎏
／

㎡
（
定
格
17
・
6
）
だ
が
、
汽
機
起
動
に
必

要
な
圧
力
ま
で
の
上
昇

が
遅
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
を
駆
動

し
、
送
風
ダ
ン
パ
ー
を

１
／
４
開
と
し
、
15
・

8
㎏
／
㎡
ま
で
昇
圧
、

ス
ト
ー
カ
ー
停
止
、
送

風
ダ
ン
パ
ー
閉
、
そ
の

ま
ま
圧
力
キ
ー
プ
。
八

時
五
十
分
、
併
入
十
分

前
、
圧
力
上
昇
の
た
め

ス
ト
ー
カ
ー
駆
動
。
送

風
ダ
ン
パ
ー
１
／
４
開
、

定
格
圧
力
に
上
昇
。
九

時
、
一
台
目
の
発
電
機

併
入
。
送
風
ダ
ン
パ
ー

１
／
２
開
、
そ
の
後
３

台
目
の
発
電
機
併
入
ま

で
缶
裏
の
点
検
口
か
ら

燃
焼
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
炭
層
の
調
整
、
送

風
ダ
ン
パ
ー
や
各
種
バ

ル
ブ
の
操
作
を
行
う
。

や
が
て
六
万
kw
と
な
り
、

再
度
炭
層
お
よ
び
汽
缶

周
り
の
点
検
を
行
い
一

息
つ
く
。

　

先
輩
が
初
め
て
口
を

開
き
、
笑
顔
で
ひ
と
言
。

「
完
璧
。」
嬉
し
か
っ
た
。

　

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
頭
が
ス
ー
と
軽
く
な
っ

た
。

                

（
元
千
住
火
力
発
電
所
所
員
）

  
 

③
現
場
実
習

お
化
け
煙
突
　
年
追
録

60
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六
八
三
号
で
内
田
静
雄
氏
の
写
真
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
内
田
氏
は
鉄
道
に
か
か

わ
る
写
真
も
多
く
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。
な

か
に
は
廃
線
に
な
っ
た
路
線
の
写
真
も
存
在

し
ま
す
。
本
稿
で
は
足
立
市
場
専
用
線
の
写

真
を
紹
介
し
ま
す
。

　

北
千
住
に
あ
る
足
立
市
場
の
北
東
に
ゆ
る

や
か
に
曲
が
っ
た
「
や
っ
ち
ゃ
ば
緑
道
」
が

伸
び
て
い
ま
す
。
こ
の
遊
歩
道
は
、
も
と
は
、

足
立
市
場
専
用
線
で
し
た
。
足
立
市
場
専
用

線
と
は
北
千
住
駅
か
ら
市
場
内
ま
で
引

込
線
が
存
在
し
て
い
た
線
路
で
、
『
足

立
風
土
記
稿
』
に
よ
る
と
、
終
戦
直
後

に
作
ら
れ
、
貨
物
の
輸
送
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
『
東
京
都
中
央
卸
売

市
場
史
』
（
一
九
六
三
年
）
に
よ
る
と
、

路
線
の
長
さ
は
一
・
四
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
中
心
と

な
る
と
役
目
を
終
え
、
一
九
七
三
年
に

廃
線
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
引
き

込
み
線
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
区
が
譲
り

受
け
て
、
一
九
八
一
年
に
「
や
っ
ち
ゃ

場
緑
道
」
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
田
静
雄
氏
が
専
用
線
を
撮
影
し
た

の
は
一
九
七
五
年
二
月
で
す
。
専
用
線

が
廃
止
さ
れ
て
二
年
後
に
な
り
ま
す
。

専
用
線
の
写
真
は
、
千
住
仲

町
や
千
住
河
原
町
の
町
並
み

を
写
し
た
ネ
ガ
の
中
に
十
六

点
確
認
で
き
ま
す
。

【
写
真
１
】
は
千
住
河
原
町

四
五
付
近
の
写
真
で
す
。
現

在
の
や
っ
ち
ゃ
ば
緑
道
の
入

口
に
あ
た
り
ま
す
。
写
真
右

側
に
あ
る
「
安
っ
さ
ん
」
と

い
う
店
は
現
在
も
看
板
が
確

認
で
き
ま
す
。
小
さ
い
で
す

が
線
路
上
に
は
犬
が
い
ま
す
。

列
車
が
通
ら
な
い
せ
い
か
の

ん
び
り
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
写
真
３
】
は
専
用
線
を
通

る
ト
ラ
ッ
ク
を
ロ
ー
ア
ン
グ

ル
で
写
し
た
も
の
で
す
。
洗
濯
物
を
干
し
て

い
る
家
が
あ
り
、
線
路
が
住
宅
の
ギ
リ
ギ
リ

の
と
こ
ろ
を
縫
う
よ
う
に
走
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
の
後
方
に
は

乗
用
車
も
写
っ
て
お
り
、
専
用
線
が
廃
止
に

な
っ
た
後
は
自
動
車
の
道
路
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

足
立
市
場
専
用
線
は
戦
後
の
流
通
を
支
え

た
路
線
で
し
た
。
し
か
し
、
専
用
線
を
大
き

く
写
し
た
写
真
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
内
田

静
雄
氏
の
写
真
は
、
廃
線
後
で
は
あ
り
ま
す

が
、
専
用
線
の
様
子
を
と
ら
え
た
貴
重
な
写

真
で
す
。
ま
た
、
周
囲
の
風
景
を
含
め
て
在

り
し
日
の
足
立
区
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の

で
き
る
写
真
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

足
立
市
場
専
用
線

　
　
　
　
　
間
所
瑛
史

写
真
で
読
む
ア
ダ
チ
の
光
景

　
　
　　
ー
内
田
静
雄
氏
写
真
か
ら
ー

【写真１】足立市場専用線

【写真２】足立市場専用線
（1960年代に撮影された国土地理院の航空写真に加筆）


